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(54)【発明の名称】 内視鏡用メジャー

(57)【要約】
【課題】潰瘍など体内の計測対象の二次元的な大きさを
経内視鏡的に容易かつ正確に計測することができる内視
鏡用メジャーを提供すること。
【解決手段】内視鏡の処置具挿通チャネルに挿脱される
可撓軸１の先端近傍に、弾力性のある面状シート５を取
り付けた。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】内視鏡の処置具挿通チャンネルに挿脱され
る可撓軸の先端近傍に、弾力性のある面状シートを取り
付けたことを特徴とする内視鏡用メジャー。
【請求項２】上記可撓軸の先端部分が、手元側からの遠
隔操作により上記面状シートより後方位置において屈曲
自在である請求項１記載の内視鏡用メジャー。
【請求項３】上記面状シートが略正円形である請求項１
又は２記載の内視鏡用メジャー。
【請求項４】上記面状シートとして、径が相違する複数
の面状シートが設けられていて、それらが位置をずらし
て上記可撓軸に取り付けられている請求項３記載の内視
鏡用メジャー。
【請求項５】上記面状シートに目盛りが付されている請
求項１、２、３又は４記載の内視鏡用メジャー。
【請求項６】上記面状シートが上記可撓軸に対して着脱
可能である請求項１、２、３、４又は５記載の内視鏡用
メジャー。
【請求項７】弾力性のあるリング状シートが上記面状シ
ートを囲んで上記可撓軸に取り付けられている請求項１
ないし６のいずれかの項に記載の内視鏡用メジャー。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、内視鏡の処置具
挿通チャンネルに通されて体内粘膜の潰瘍等の大きさを
計測するための内視鏡用メジャーに関する。
【０００２】
【従来の技術】従来の内視鏡用メジャーは一般に、内視
鏡の処置具挿通チャンネルに挿脱される可撓軸の先端近
傍部に目盛りが付された構成になっている（例えば、実
公平６－４４４０１号）。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】しかし、そのように可
撓軸に目盛りが付されたものでは、例えば潰瘍の大きさ
を計測する際に、その一方向の長さを計測することはで
きるが、その他の方向の長さを計測することはできな
い。
【０００４】したがって、潰瘍の二次元的な大きさを正
しく計測するためには、潰瘍に対する目盛りの向きを転
換させなければならないが、潰瘍との位置関係が極めて
制約される内視鏡の挿入部先端においては、そのような
操作は至難の業であり、計測された一方向の長さから潰
瘍全体の大きさを推測せざるを得なかった。
【０００５】そこで本発明は、潰瘍など体内の計測対象
の二次元的な大きさを経内視鏡的に容易かつ正確に計測
することができる内視鏡用メジャーを提供することを目
的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の内視鏡用メジャーは、内視鏡の処置具挿通
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チャンネルに挿脱される可撓軸の先端近傍に、弾力性の
ある面状シートを取り付けたものである。
【０００７】なお、可撓軸の先端部分が、手元側からの
遠隔操作により面状シートより後方位置において屈曲自
在であると、面状シートを観察視野内で正面視できる状
態にすることができる。
【０００８】また、面状シートが略正円形であると大き
さ計測が容易であり、面状シートとして、径が相違する
複数の面状シートが設けられていて、それらが位置をず
らして可撓軸に取り付けられていると、計測対象の大き
さに合わせて最も適当な面状シートを選択して計測する
ことができる。
【０００９】また、面状シートに目盛りが付されていれ
ば計測値の判定がより正確になり、面状シートが可撓軸
に対して着脱可能であってもよい。また、弾力性のある
リング状シートが面状シートを囲んで可撓軸に取り付け
られていれば、計測対象の大きさの範囲が広くなる。
【００１０】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の実施例を
説明する。図１～図３は、本発明の第１の実施例の内視
鏡用メジャーの先端部分を示しており、図１は斜視図、
図２は側面断面図、図３は図２におけるIII－III断面図
である。
【００１１】１（１ａ，１ｂ）は、図示されていない内
視鏡の処置具挿通チャンネルに挿脱される可撓軸であ
り、例えば外径が２ｍｍ程度のステンレス鋼線製のコイ
ルパイプによって形成されていて、１～２ｍ程度の長さ
の可撓軸本体１ａと５～５０ｍｍ程度の長さの先端屈曲
部１ｂとが、先端近傍に配置されたリンク機構２を介し
て連結されている。
【００１２】可撓軸本体１ａ内には、操作ワイヤ３が軸
線方向に進退自在に全長にわたって挿通配置されてお
り、可撓軸本体１ａの基端（即ち、手元側端部）に連結
された操作部（図示せず）において操作ワイヤ３を進退
操作することができる。
【００１３】そして、操作ワイヤ３を手元側に牽引操作
することにより、リンク機構２が作動して先端屈曲部１
ｂがリンク機構２の支軸２ａを中心に回動し、リンク機
構２部分において可撓軸１が折れ曲がった状態になる。
その最大屈曲角θは９０°程度が好ましいが、３０～１
２０°程度の範囲にあればよい。
【００１４】先端屈曲部１ｂの途中には、例えば直径が
２～１０ｍｍ程度の略正円形の面状シート５が取り付け
られている。面状シート５は、例えばシリコンゴムシー
ト等のように、折り曲げられても放置することによって
元のシート状に戻る弾力性のある材料によって形成され
ている。
【００１５】ただし、面状シート５の材料としてはポリ
エチレンやナイロン（ポリアミド）等各種合成樹脂材を
用いることもでき、形状復元性があれば一定の紙材を用
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いることもできる。
【００１６】また面状シート５は、粘膜面の色と相違す
るように非赤系の色（白を含む）にするのがよく、半透
明の材料を用いれば、面状シート５を通して計測対象部
が見えるので都合がよい。
【００１７】図３等に示されるように、この実施例の面
状シート５はその直径位置において可撓軸１の先端屈曲
部１ｂの外周面を包む状態に接着されており、リンク機
構２の屈曲方向が面状シート５の面に対して略垂直にな
っている。
【００１８】このように構成された実施例の内視鏡用メ
ジャーは、図１に実線で示される真っ直ぐの状態で内視
鏡の処置具挿通チャンネルに挿通される。その際に、面
状シート５は処置具挿通チャンネルを通過できるように
折り曲げて（又は折り畳んで）おく。
【００１９】そして、可撓軸１を処置具挿通チャンネル
に挿通させて、可撓軸１の先端屈曲部１ｂが内視鏡の挿
入部先端から突出されたら、手元側から操作ワイヤ３を
牽引操作することにより、図４に示されるように、先端
屈曲部１ｂがリンク機構２部分で屈曲し、自己の弾性に
より広がった状態の面状シート５を観察視野Ａ内にほぼ
正面から見ることができる。
【００２０】そこで、さらに可撓軸１を押し込んで、面
状シート５が計測対象である潰瘍１００に重なる状態に
して、潰瘍１００の大きさを面状シート５と比較するこ
とにより、潰瘍１００の二次元的な大きさを一目で計測
することができる。
【００２１】図５は、本発明の第２の実施例の内視鏡用
メジャーの先端部分を示しており、可撓軸１として四フ
ッ化エチレン樹脂チューブ等のような可撓性チューブが
用いられている。
【００２２】そして、第１の実施例のリンク機構２に代
えて、断面形状がＶ字状の切削溝６が可撓軸１を径方向
に横断する状態に形成され、操作ワイヤ３の先端は先端
屈曲部１ｂに固定されている。したがって、操作ワイヤ
３を手元側から牽引すれば、可撓軸１が切削溝６の部分
で折れ曲がる。
【００２３】また、この実施例の可撓軸１の先端屈曲部
１ｂには、大きさが相違する複数の面状シート５が位置
をずらして取り付けられている。したがって、潰瘍１０
０等の大きさに合わせて最も好ましい大きさの面状シー
ト５を用いて大きさ計測をすることができる。
【００２４】なお、この実施例においては、可撓軸１の
先端寄りに大きな方の面状シート５が取り付けられてい
るが、可撓軸１の先端寄り側に小さな方の面状シート５
を取り付けてもよい。
【００２５】また、この実施例においては、図６に示さ
れるように、面状シート５の直径位置に形成された筒状
部５ａが、先端屈曲部１ｂに形成された小径部に弾力的
に被嵌された状態に取り付けられていて、軸線周りに回*
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*転できるようになっている。
【００２６】したがって、計測対象である潰瘍１００に
対して斜め方向からアプローチせざるを得ないようなケ
ースでも、面状シート５を潰瘍１００に対して真っ直ぐ
に押し当てて正確な計測を行うことができる。
【００２７】なお、本発明はさらに多様な実施態様をと
ることができ、図７に示されるように面状シート５に目
盛り７を付してもよく、可撓軸１に対する面状シート５
の嵌め込み部口元５ｂをテーパ状に広がった形状に形成
して、面状シート５を先端屈曲部１ｂに対して着脱でき
るようにしてもよい。
【００２８】また、図８に示されるように、略正円形の
面状シート５を囲むように、弾力性のある略正円形のリ
ング状シート５′を面状シート５と同心状に先端屈曲部
１ｂに取り付けてもよく、そのようにすることにより計
測対象の大きさの範囲が広くなる。
【００２９】
【発明の効果】本発明によれば、内視鏡の処置具挿通チ
ャンネルに挿脱される可撓軸の先端近傍に弾力性のある
面状シートを取り付けたことにより、面状シートと潰瘍
など体内の計測対象とを重ね合わせて観察するだけで、
体内の計測対象の二次元的な大きさを容易かつ正確に計
測することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施例の内視鏡用メジャーの先
端部分の斜視図である。
【図２】本発明の第１の実施例の内視鏡用メジャーの先
端部分の側面断面図である。
【図３】本発明の第１の実施例の内視鏡用メジャーの図
２におけるIII－III断面図である。
【図４】本発明の第１の実施例の内視鏡用メジャーの使
用状態の略示図である。
【図５】本発明の第２の実施例の内視鏡用メジャーの先
端部分の斜視図である。
【図６】本発明の第２の実施例の内視鏡用メジャーの先
端部分の側面断面図である。
【図７】本発明の第３の実施例の内視鏡用メジャーの先
端部分の側面図である。
【図８】本発明の第４の実施例の内視鏡用メジャーの先
端部分の側面図である。
【符号の説明】
１  可撓軸
１ａ  可撓軸本体
１ｂ  先端屈曲部
２  リンク機構
３  操作ワイヤ
５  面状シート
６  切削溝
７  目盛り
１００  潰瘍
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